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(片貝小学校)

シリーズ地域に学ぶ子どもたち・・・⑫

片貝小学校で2周辺日「フロス力ントリースキーで楽

しく歩こう会」ガ行われました。学校周辺は前日からの

雪で子供だちの格郊のゲレンデに変身し¥近くの上野山

ではジャンプや宝さがしゲームに歓声。真っ白な野山に

は子供だちが付けだシュプールガ鮮やかに描かれまし芝。



4月から富
田
包
器

υ号
イ
タ
ル
舘
田
絹

一
人
ひ
と
り
が
リ
サ
イ
ク
ル
の
主
役
で
す
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ゴ
ミ
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
問
合
せ
先

市
民
生
活
課
ク
リ
ー
ン
係

8
n
'1
0
4
8

私
た
ち
が
排
出
す
る
ゴ
ミ
の
中

に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら

を
分
別
回
収
し
、
再
商
品
化
す
れ

ば
、
ゴ
ミ
は
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
内
エ
き
び
ん
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど

の
容
器
包
装
類
は
、
ゴ
ミ
と
し
て

排
出
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
容
積

に
し
て
約
6
割
、
重
量
に
し
て

2

1
3
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
れ
ば
大
幅

な
ゴ
ミ
減
量
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
ゴ
ミ
減
量
化
を

目
的
と
し
た
「
容
器
包
装
に
係
る

分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進

等
に
関
す
る
法
律
」
(
通
称
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
)
が
、
こ
の

4
月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
を

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
?

市
民
の
皆
さ
ん
は

対
象
と
な
る
容
器
包
装
廃
棄
物
(
3

ペ
ー
ジ
参
考
)
の
分
別
収
集
に
協
力

(
分
別
排
出
)
を
お
願
い
し
ま
す
。

魚
津
市
は

種
類
ご
と
に
排
出
さ
れ
た
、
容
器

包
装
廃
棄
物
の
分
別
収
集
を
行
な

い
ま
す
。

事
業
者
は

市
が
分
別
収
集
し
た
容
器
包
装
廃

棄
物
を
自
ら
、
又
は
指
定
法
人
や

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
に
委
託
し
て

再
商
品
化
す
る
こ
と
や
、
排
出
の

抑
制
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

取

り

組

み

は

a 

魚
津
市
は
、
現
在
ペ

ッ
ト
ボ
ト

ル
を
除
く
6
品
目
に
つ
い
て
は
す

で
に
分
別
回
収
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
ビ
ン
と
ス
チ
ー
ル
缶
は
、
月

1
回
の
資
源
物
の
回
収
。
ア
ル
ミ

缶
は
、
資
源
回
収
団
体
や
缶
助
く

ん
に
よ
り
回
収
。
紙
パ

ッ
ク
は
、

資
源
回
収
団
体
や
ス
ー
パ
ー
等
で

回
収
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て

は
、
回
収
方
法
や
再
商
品
化
の
ル

ー
ト
な
ど
、
魚
津
市
の
現
状
に
あ

っ
た
方
法
を
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
決
ま
り
次
第
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

容
器
包
装
廃
棄
物
を
ゴ
ミ
と
し
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υヲイクJU社会をつく否定めのスタートラインてヲ

て
排
出
す
れ
ば
、
埋
め
立
て
処
分

さ
れ
て
し
ま
う
だ
け
で
す
が
、
分

別
排
出
し
て
分
別
収
集
を
す
れ
ば

|製鉄原料|

川化|→|建築資材|

資
源
と
し
て
有
効
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、

日
品
目
を
分
別
回
収
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
平
成
9
年
度
か
ら
実

施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

7
品
目
あ
り
ま
す
。

再
生
晶
(
リ
サ
イ
ク
ル
晶
)
を

買
い
ま
し
ょ
う

再
生
品
と
は
、
一
度
利
用
し
た

も
の
を
原
料
と
し
て
新
し
く
つ
く

ら
れ
た
製
品
の
こ
と
。
現
在
、
多

く
の
再
生
品
が
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
需
要
が
少
な
い

の
が
実
情
で
す
。

こ
れ
で
は
リ
サ

イ
ク
ル
の
輪
が
広
が
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
皆
さ
ん
に
お
願
い
で
す
。

同
じ
も
の
を
買
う
な
ら
、
再
生
品

を
買
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

再
生
品
を
使
う
こ
と
も
、
立
派
な

ゴ
ミ
減
量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

(
再
生
品
や
環
境
に
や
さ
し
い
商

品
に
は
エ
コ
マ

l
ク
が
、
古
紙
を

利
用
し
た
商
品
に
は
グ
リ
ー
ン
マ

ー
ク
が
つ
い
て
い
ま
す
。
購
入
の

と
き
、
目
印
に
し
て
く
だ
さ
い
。)

(注)口は平成 9年度から施行

エコマークグリーンマーク

『
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
』
に

つ
い
て
の
お
願
い

現
在
、
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類

・
金
物
類
・
陶
器
類
・
組

大
ゴ
ミ
等
を
一
括
し
て
収
集
し
て

い
ま
す
が
、
処
理
場
の
効
率
的
な

運
用
を
図
る
た
め
、

4
月
よ
り
次

の
と
お
り
分
別
収
集
し
ま
す
。
分

別
排
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

その他の 毎月

週の収集 第2週の収集
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EE 
畏
益
者
負
担
盆

巴
つ
い
て

下
水
道
の
整
備
に
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

市
で
は
、
「
受
益
者
負
担
金
制
度
」
に
よ
り
、
下
水
道
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
で
利
益
を
受
け
る
方
に
事
業
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

受
益
者
の

申
告
が
必
要
で
す

受
益
者
と
は
、
原
則
と
し
て
下

水
道
が
整
備
さ
れ
る
区
域
内
の
土

地
所
有
者
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
土
地
に
地
上
権

者
や
借
地
権
者
が
い
る
場
合
は

こ
の
権
利
者
が
受
益
者
に
な
り
ま

す
。
そ
の
土
地
に
家
屋
が
建
っ
て

い
る
場
合
は
、
家
屋
の
所
有
者
が

受
益
者
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う

に
、
実
際
の
状
況
に
よ
っ
て
受
益

者
が
決
ま
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
受
益
者
を
正
確
に
把

握
す
る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
に
申

告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。3

月
中
旬
か
ら

説

明

会

平
成
9
年
度
賦
課
予
定
地
域
(
住

吉

2
1
6
区
、
町
三
ケ
区
、
三
ケ

2
区
、
大
光
寺
3
区
、
友
栄
町
区
、

友
道
幸
町
区
、
北
鬼
江

1
区

・
2

区
な
ど
の
地
域
の
一
部
)
へ
の
申

告
書
は
、

3
月
上
旬
に
土
地
の
所

有
者
に
送
付
し
ま
す
。

3
月
中
旬

か
ら
、
申
告
書
の
記
載
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
申
告
書
を
持
参
し
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
、
会
場
は
、
各
町
内

会
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

て 1 対象区 者担負整て者「 す。る共施
算 m

2

受ナa1 備いに寝」 そ 方 下 受

出し当 した事業費 ' が設水道 主一主
た域者自 m

2 金よだ
陣
2モ 地と 量

真す
まり内 のつき

、
域違は

4 の 型民と、のし{呆
負
担

5 土 4 すーの よ、道

0 地合薮 5 でる早{部たの り利路
4
金

:!! 

円には O ての下五め公 限益な と
を対 、 が水道 、 ら受をど
掛し処 円 受益 担受益fF れ の は
けて理 をしとまけ公

下
水
道
に
関
す
る

相

談

は

市
下
水
道
課
で
は
、
水
洗
化
工

事
の
実
施
や
費
用
、
受
益
者
負
担

金
、
使
用
料
な
ど
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

V
問
合
せ
先

市
下
水
道
課

g
nー
1
0
3
8

負担(分担)金の計算及び納付方法

(1 )負担(分担)金の計算 ※土地所有者が受益者の場合

・ 計算式 あなたの所有する土地の面積×単位負担(分担)金額(450円)

〔例〕仮に165.29m2( 50坪)の土地を所有している場合、各納期に納めてい

ただく負担(分担)金の額は次のとおりです。

キ念
165. 29m2 X 450円=74，300円 (100円未満切捨て)五頁

( 3年分割 年 4回納付)

各

孟¥ゴT第 1 期日) 第 2 期日) 第 3 期 第 4 期日) 
車内 ( 6月30 ( 9月30 (12月25日) ( 2月末 年 言十

期 初年度目 7，200 円 6，100 円 6，100 円 6，100 円 25，500 同

σ〉
2年度目 6，100 6，100 6，100 6，100 24，400 

額

3年度目 6，100 6，100 6，100 6，100 24，400 

納付方法は、上記のような分割納付と一括納付(初年度の 6月30日までに全額納めて

いただく方法です。ただし、前納報奨金制度はありません。)の 2通りがあり 、どち

らかを選択していただきます。

(2)納付方法

a 



来年完成予定1号棟(今回募集分)

天王甫嘗佳宅
入居者募集

市公園住宅課業務係

ft23-1026 
炉問合せ先

天王市営住宅建替による 1号棟(第2種・24戸)が3月中に

完成します。

このうち、 12戸(3----4階)の入居者を次のとおり募集します。

3月3日(月)'"'-31日(月)|申込み期間|

。収入基準の早見表(給与所得者の場合)

平成8年分給与所得の源泉徴収票の給与支

払金額欄と比較してください。

申込書は、公園住宅課でお渡ししています。

12戸(3'"'-4階)数||募集戸

区 分 収入金額

1人 2，231，999円以下
入

居
2人 2，731，999円以下

者
3人 3，231，999円以下

4人 3，715，999円以下

5人 4，151，999円以下
数
6人 4，587，999円以下

1 ~ 2階は従前入居者用です。

3DK、浴室、便所、サンル←ム、物置

駐車場(1戸当たり 1台)

平成10年 4月1日からは、公営住宅法の

改正により、所得に応じた家賃に変わります。f

第2種公営住宅別|
(間取り等)

l苧

賃|l竺 35，000円(敷金3か月分)

※上記の早見表は給与所得者が 1名の場合

です。2名以上の場合及び年金所得がある

場合は、公園住宅課で確認してください。

※単身で入居できるのは、次のそれぞれの

場合のみです。

男子60歳以上、女子50歳以上、身体障害者手

帳をお持ちの方、生活保護を受けている方

5月1日(予定)

①現に住宅に困っていること。

②市内に住所又は勤務場所を有すること。

③現に同居し、又は同居しようとする親

族があること。

④収入が右記収入基準内であること。

※申込者が募集戸数を超えた場合は、抽選により決定します。

|入居日|

|申込み資格|

メ入
口

塾併
l呈恒J~

智通
崩浄
度信

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る

方
に
は
費
用
を
補
助
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
設
置

前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

V
対
象
地
域

魚
津
市
全
域
(
公
共
下
水
道
、

農
業
集
落
排
水
事
業
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

・
プ
ラ
ン
ト
計
画
区
域

を
除
く
)

V
補
助
金
額

(
1
基
)

5
人
槽

3
3
9
、
0
0
0
円

6
1
7
人
槽

4
9
4
、
0
0
0
円

8
1
m
人
槽

8
5
4
、
0
0
0
円

V
申
込
み
・
問
合
せ
先
市
民
生
活

課
公
害
交
通
係

m
u
n
-
-
0
0
4

生活排水をクリーンに

a 

し
尿
く
み
と
り

利
用
者
の
方
ヘ

公
共
下
水
道
の
接
続
や
浄
化
槽
の
設
置

な
ど
に
よ
り
、
く
み
と
り
が
不
要
に
な
っ

た
と
き
や
、
世
帯
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た

と
き
は
、
取
消
又
は
変
更
の
手
続
き
を
速

や
か
に
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
引
き
続
き

料
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

V
問

合

せ

先

市

民

生
活
課
ク
リ
ー
ン
係

mumω
1
1
0
4
8
 



申告はおすみですか

炉問合せ先

市税務課 ft23-1009 

魚津税務署 ft24-1370

タックスアンサーは、インターネット

でもご利用できます。

http:j jwww. netspace.or. jpj-taxanser 

申
告
を
し
な
い
と

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
申
告
を
し
な
い
場
合
や
、
必

要
な
事
項
が
申
告
書
に
-記
入
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
所
得
証
明
書

等
が
発
行
で
き
な
か
っ
た
り
、
各

種
控
除
額
の
計
算
が
で
き
な
い
た

め
、
余
分
な
税
金
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

納
得
の
い
く
税
金
が
納
め
ら
れ

る
よ
う
正
し
い
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

申
告
に
必
要
な
も
の
は

①
申
告
書
用
紙

②
印
鑑

③

一
年
間
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

(
源
泉
徴
収
票
、
給
与
支
払
明

細
書
、
営
業
の
売
上

・
仕
入
明

細
書
な
ど
)

④
医
療
費
控
除
に
は

支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
明
細

⑤
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
控

除
に
は

支
払
っ
た
保
険
料
等
の
領
収
書

⑥
雑
損
控
除
に
は

被
害
を
受
け
た
住
宅
家
財
の
控

除
に
関
す
る
明
細
書
、
領
収
書

な
ど

⑦
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
に
は

登
記
簿
謄
本
、
住
民
票
の
写
し
、

売
買
契
約
書
、
借
入
金
の
年
末

残
高
証
明
書
な
ど

不
用
な
申
告
書
は

所
得
の
な
か
っ
た
方
や
学
生
等

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方
で
も
、

そ
の
旨
申
告
書
に
記
入
の
う
え
、

市
税
務
課
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

こ
の
連
絡
が
、
国
民
年
金
、
児

童
手
当
な
ど
や
国
民
健
康
保
険
税

の
軽
減
な
ど
の
資
料
に
も
な
り
ま

す
。
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。守-

『

I

¥、
4

司

3

晶
一
寸

圭
門
市
差
別nU
 

V
A
 

A
門
F
「合一一山

宮
田一一

固
定
資
産
税
の

課
税
台
帳
を
縦
覧
し
ま
す

あ
な
た
ご
自
身
の
財
産
を
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

土
地
や
家
屋
の
所
有
権
の
移
転

な
ど
に
つ
い
て
は
、
毎
月
法
務
局

か
ら
の
通
知
に
基
づ
き
、
課
税
台

帳
の
修
正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

家
屋
の
滅
失
や
、
土
地
の
地
目
(
現

況
)
に
つ
い
て
、
こ

の
期
間
に
再

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

V
期
間

4
月
1
日
(火
)(
J
幻
日
(月
)

午
前
8
時
初
分
j
午
後
5
時
日
分

(
土
曜
、
日
曜
日
は
除
く
)

V
場
所
・
問
合
せ
先

市
税
務
課

課
税
係

岱
幻
1
1
0
0
9

寸
ー
軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
や

f

ー
ー
名
儀
変
更
は

3
月
末
ま
で
に

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月

1

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。年
度
途
中

(
4
月
2
日
1
翌
年

3
月
紅
白
)
で
異
動
が
あ
っ
て
も
、

新
た
に
課
税
さ
れ
た
り
、
還
付
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
廃
車
や

他
人
へ

譲
渡
、
ま
た
、
他
の
市
町

村
へ
移
転
し
た
人
は
、

3
月
紅
白

ま
で
に
必
ず
下
記
の
場
所
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

車 種 手続き場所

原イ寸ノくイク
市役所税務課

(125ccまで)
小型特殊自動車 ft23-1008 

ノく イ ク 富 山陸運支局

125ccを超えるもの 合 (0764)23-6618

富山県軽自動車
軽四自動車 協会

合 (0764)24-6420

a 

もiz税
度 8 金
rzの
忘の納め
Zれ震納
いは τ=
か、 II!I、

れ童喜話Eれあlま

主認 ミり
しむま
まりせ
しまんよし
1だカ、



3 月 20 日(木J~26 日制 |思@決終予防包闇
火のこわさ便利さに

最
大
の
被
害
者
は
邸
歳
以
上
の
お
年
寄
り

深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
の
火
災
が
多
い

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
家
族
で
話
し
合
お
う

魚
津
市
で
は
、
昨
年
9
件
の
火

災
が
発
生
し
ま
し
た
。
平
成
7
年

に
比
べ
、
焼
損
床
面
積
、
損
害
額

と
も
に
約
川
倍
に
増
加
し
、
死
者

数
が
4
人
減
の
2
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が

非
常
に
乾
燥
し
、
強
い
風
が
吹
く

日
が
多
い
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、

暖
房
器
具
な
ど
火
を
使
う
こ
と
も

多
い
た
め
、
1
年
の
う
ち
で
最
も

火
災
が
多
い
時
期
で
、
し
か
も
大

火
と
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
忘
れ
が
ち
な
火
の
恐

ろ
し
き
を
改
め
て
思
い
起
こ
し
、

火
災
を
出
さ
な
い
た
め
に
は
何
を

す
れ
ば
よ
い
の
か
を
、

「
春
の
火

災
予
防
運
動
」
を
迎
え
て
、
み
ん

な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

川

期
間
中
の
主
な
行
事

川

防
火
推
進
地
区
の
防
火
指
導

・
日
時

3
月
お
日
(
日
)

午
前
9
時
初
分
j

・
場

所

住

吉

4
区
・
5
区
・
6
区

消
防
訓
練

・
日
時

3
月
お
日
(
日
)

午
前
8
時
i

・
場

所

新

川
文
化
ホ

l
ル

防
火
管
理
者
研
修
会

・
日
時

3
月
4
日
(
火
)

午
後
1
時
叩
分
1

・
場
所
魚
津
市
消
防
本
部

・
対
象
市
内
の
防
火
対
象
物
の

防
火
管
理
者
等

V
問
合
せ
先

魚
津
市
消
防
本
部

包

弘

1
0
1

1
9

重

占

目

標

O
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

0
地
域
に
お
け
る
防
火
安
全
の
充
実

0
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

O
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災
発

生
防
止
対
策
の
推
進

炉問合せ先

4月から国民年金保険料は、
保険料 前納を希望される方は、国民年金係までご連絡く

ださい。

今回、 4月中に前納された方には抽選で次のプレ

ゼントがあります。

・国民年金保養センター『ひみ」ペア宿泊券(1泊2食付)

5組

50名

ft23-1012 

月額12，800円に
市保険年金課国民年金係

毎月納付
12，800円X12か月

= 153，600円
円リ 車内 149，890円

差 客員 3，710円

定額

-テレホンカード

'応募方法

官製ハガキに、住所・氏名・生年月日 ・職業・年金

に対するご意見を記入してお送りください。

炉送り先

干930-80 (住所記載不要)

富山県厚生部国民年金課 前納プレゼント係

炉締切り 5月2日(当日消印有効)

毎月納付
13，200円X12か月

= 158，400円

円リ 車内

差 客真 3，830円

付加

(付加保険料は、月額400円のまま)

※ 保険料の納付には、 4月中に 1年分まとめて

納付すると割引きのある、前納制度があります。

a 



回
日
本
陸
連
公
認
八
|
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

一
知
鶏
泊
目

υぬ
き
香
月
ヨ
マ
ヨ
ソ
ヨ

3
雨
天

5
決
行

画
出
向
叫
口
町

mu--両県四一〕

申
込
期
限

3
月
間
日
(
月
)

今
年
で
第
行
回
を
迎
え
る
「
魚

津
し
ん
き
ろ
う
マ
ラ
ソ
ン
」
の
参

加
申
込
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
の
大
会
は

3
、
0
0
0人
を

こ
え
る
申
込
み
が
あ
り
、
今
年
も

す
で
に
県
内
外
か
ら
多
く
の
参
加

申
込
み
が
届
い
て
い
ま
す
。

今
年
は
新
た
に

《
5
h
の
部
、

一
般
男
女
》
が
設
け
ら
れ
、
体
力

に
ち
ょ
っ
と
自
信
の
な
い
あ
な
た

に
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

さ
あ
、
あ
な
た
も

4
月
の
風
と

一
緒
に
走
り
ま
せ
ん
か
。

企昨年の大会から

V
種
目

0

ハ
l
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部

・
男
子
(
お
歳
未
満
・
お
歳
以
上
・

印
歳
以
上
)

・
女
子
(
お
歳
未
満
・
お
歳
以
上
)

o
m陥
の
部

・
男
子
(
お
歳
未
満
・
お
歳
以
上
-

m歳
以
上
・高
校
生
)

・
女
子
(
お
歳
未
満
・
お
歳
以
上
)

0
5
陥
の
部

・
男
子
(
中
学

・
一
般
)

・
女
子
(
中
学

・
一
般
)

0
3
陥
の
部

(小
学
男
子
4
1
6

年
・
小
学
女
子
4
1
6
年
)

V
参
加
料

(
保
険
料
含
む
)

一

般

3
、
0
0
0
円

高
校
生

2
、
0
0
0円

中
学
生

1
、
5
0
0
円

小
学
生

l
、
0
0
0
円

※
参
加
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈

V
表

彰

各
種
目
と
も
6
位
ま

で
表
彰
(
特
別
賞
あ
り
)
。
完
走
者

全
員
に
完
走
証
を
授
与
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

干
仰
魚
津
市
釈
迦
堂
1
1
日
1
1

「
魚
津
し
ん
き
ろ
う
マ
ラ
ソ
ン
」

大
会
事
務
局
(
市
ス
ポ
ー
ツ
課
内
)

8
0
7
6
5
(
お

)
1
0
4
6

F
A
X
0
7
6
5
(
お

)
1
0
5
2

|日本陸連公認八一フマラソンコース |

見
に
き
ま
せ
ん
か

新
型
車
両
国
く
た
か
号

3
月
四
日
(
日
)
午
後
0
怖…特配

.
J
R
魚
津
駅
③
番
の
り
ば
(
入
場
無
料
)

V
問
合
せ
先

J
R
魚
津
駅
合

従

1
0
1
5
5

お
と
事
例
園

量
a
，Em
m易

aヲ
島
区
r

3
月
辺
日
(
土
〉
オ
ー
プ
ン
/

〈
当
日
は
入
場
無
料
)

午
前

9
時
;
午
後

5
時

中
学
生
以
上

1
0
0
円

小
学
生
以
下

5
0
円

〈

3
歳
未
満
無
料
〉

a 

0
開
園
時
間

o
入

場

料



第52回国民体育大会冬季大会

スケート競技成年女子CIOOOm

井出妙子選手 3位入賞(10回連続入賞)

おめてとラζさりまヲ
第26回全国身体障害者スキー大会

クロスカントリー(フリー5km)第2部A

三三明選手優勝(2年連続3回目)

激励を受ける井出選手

石田

石
田
選
手
以
外
の
全
国

身
体
障
害
者
ス
キ

l
大

会
出
場
者
(
敬
称
略
)

。
大

回

転

第

9
部
B

.
女
子
吉
田
雅
美
(
末
広
町
)

.
男
子
岡
田
悟
(
経
団
西
町
)

国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー

競
技
会
出
場
選
手
(
敬
称
略
)

〈〉
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ

l
ム
〈〉

.
成
年
男
子
A

林

護

(

近

畿

大

学

出

)

.
少
年
男
子
A

吉
田
宜
央
(
富
山
第
一
高
校
吉
野
)

高
縁
周
明
(
雄
山
高
校
宮
津
)

津
田
樹
孝
(富
山
第
一高
校

真
成
寺
町
)

ご利用ください

母子修学資金
'貸付対象者

市内に住んでいる母子家庭の母、

および父母のいない家庭の養育者

て¥お子さんが高校、短大、大学、

専門学校などに就学する学資の調

達が困難な方。

炉貸付限度額(無利子)

貸付限度額は、通学条件により

14，000円から最高57，000円まであ

ります。詳しくは、下記へお問合

せください。

惨申込期限

第 1回目 3月18日(火)

第2回以降随時

炉申込み・問合せ先 市社会福祉課

児童家庭係 ft23-1006 

午前10時~

鴨川ほか市内各校下の河川

市内の小学生たちが、学

校で育てたサケの稚魚、を一

斉に校下の川に放流します。

大きくなったサケが、元

気にもどってくることを期

待しましょう。

炉問合せ先

教育委員会学校教育課

均&P~~IØ。サロ号シ

サケの稚魚7000尾を放流

3月8日(土)

手選田

正

石

勘

た

同
白

!

I
V

ゾ

一
γ
J必

勝

Z
4
，

Ae-
-J

，
憂

，
r

v

h

i
J

，

p
ji-
-

ーγ
{

Ap
f
i

一Uι
ん何
人
'…
N
f

，J

第
臼
回
国
民
体
育
大
会
冬
期
大
会
な
ど
で
、
魚
津
市
選
手

の
活
躍
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

1
月
お
日
か
ら
お
日
ま
で
釧
路
市
で
開
か
れ
た
同
大
会
ス

ケ
ー
ト
競
技
会
で
は
、
成
年
女
子
C
1
0
0
0
m
に
出
場
し

た
井
出
妙
子
選
手
(
六
郎
丸
)
が

3
位
入
賞
し
、
日
団
連
続

の
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
2
月
初
日
か
ら
お
日
ま
で
秋
田

県
鹿
角
市
で
聞
か
れ
た
ス
キ

l
競
技
会
に
も
4
選
手
が
出
場

し
大
健
闘
し
ま
し
た
。

ま
た

2
月
比
日
、
日
日
に
大
山
町
の
粟
巣
野
ス
キ

l
場
で

開
か
れ
た
全
国
身
体
障
害
者
ス
キ
!
大
会
で
は
、
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
第
2
部
A
に
出
場
し
た
石
田
三
三
明
選
手
(
大
海

寺
野
)
が
見
事
2
年
連
続
3
回
自
の
優
勝
を
し
た
ほ
か
、
他
の

2
選
手
も
大
活
躍
し
県
の
団
体
優
勝
に
貢
献
し
ま
じ
た
。

/
お
お

入学式 e入園式 |

小学校 4月7日(月)

中学校 4月8日(刈

幼稚園 4月8日(刈
(大町、経団)

転入などで通知が届いてい

ない方はお問合せください。

炉問合せ先

教育委員会学校教育課

ft23-1044 

|卒業式・卒園式 |

小学校 3月18日(州

中学校 3月17日(月)

幼稚園 3月21日(創
(大町、経団)

ft23-1044 

a 



-
・
圃
圃
ら
係

書
-
巴
抗
日

魚津の米と水で地酒づくり

「魚津の普通の米でおいしい泊を」と、

魚津商工会議所青年部が取り組んでいる

地酒作りが着々と進んでいます。 2月 7

日には本江酒造で仕込みに挑戦。 法被

姿のメンバーがベテラン従業員の指導 を

受けながら、こうじゃむし米を混ぜ合わ

高校吹奏楽部など、県内から10団体が

熱演しました。全日本マーチン夕、、バン

ド・バトントワリング全国大会で金賞

に選ばれた龍谷富山高校も出演し、華

麗なステージショーを繰り広げ‘ました。

一糸乱れぬ美しい動きと響 きに場内か

血



. 品川何事1-\f;~. 吋:汁対砂州脚.J..'Io;;.~~，".;j!<:(:コγωq~';I叫阿世阿明m

gおいしい思い出作ってね
E 中学3年のバイキング給食
S 卒業間近い中学 3年生においし
i ぃ，思い出を作ってもらおうと ミ
j ニバイキンク給食が、西部中学校

i…にー…月にそれぞれ行われました。

メニューは、鳥肉のホイル巻き

事 やエビフライ、はたての照り焼き

3 にデザートなど給食センターの職
き 員が心を込めて作ったもの。生徒
3 たちは、色鮮やかに並べられた料
空 理を、思い思いに口に運びながら、

3 楽しそうに話し会っていました。
議 今年は西中282名、東中243名が

主 今月 17日の卒業式を迎えます。

‘ ー伶，~~狩ti~~;，';;. .p守到再lt.:iÒ'"ι.;~1'子会話、手，~)~，~ミベ~.~: ~:~明障壁~J鞠刷柿崎 4 

ゴール目指して

西部中学校のバイキング給食

血

事ちの
地域の催しものなど、

企画広報室広報



~Kロ ~N口
同~~目白A

お寄せください・…...・H ・-

「憩いの広場Jは、みなさんに登場してい

ただくページです。各コーナーに出てい

ただける人やグループを募集しています。

企画広報室広報広聴係 ft23-1015 

元
気
く
ん

木
下

雄
内
く
ん
(
鹿
熊
)

IパhL平 7f
~i~~:~:: ， 成高
J-R千-;."4 6 1-寸
山~~~ -， ~ I年理

5佳
月さ
22ん
日夫
生妻
まの
れ 2
男

子宮 (~i~ ;'l1"~ 
に誰且 骨
。にき
も
ん
あ
グ〉
り
が吾
と C
つ
と

え

る

ス
ワ
ス
っ
ち
ゃ
ん

横
田

む
パ
坊
ち
ゃ
ん
(
経
田
中
町
)

(
浩
一

・陽
子
さ
ん
夫
妻
の
長
女
)

平
成
8
年
5
月
1
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の
て
一一百》

パ
パ
と
仲
良
く
、
い
つ
ま
で
も

元
気
一
で
。

の
人こ
の
グ
ル
!
ブ

夢はオリンピック
スキーモーグル競技の

高島崇、雅人兄弟 (本新)
(写真左)(写真右)

「
目
標
は
長
野
の
次
、
ア
メ

リ
カ
の
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
と
力
強
く
語
る
の
は

ス
キ
ー
の
モ

l
グ
ル
競
技
で
活

躍
す
る
高
島
崇
君
(
富
山
第
一

高
3
年
)
と
雅
人
君
(
東
部
中

3
年
)
の
兄
弟
。

2
月
日
日
に

行
わ
れ
た
富
山
県
モ

l
グ
ル
選

手
権
で
は
、
社
会
人
を
抑
え
て

雅
人
君
が
優
勝
、
崇
君
が
次
勝

に
輝
き
ま
し
た
。
崇
君
は
昨
年

の
大
会
で
優
勝
し
て
お
り
、
兄

弟
で

2
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

県
内
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
日
に
は
長
野
県
白
馬
村

で
行
わ
れ
た
大
会
に
出
場
。
今
度

は
崇
君
が
優
勝
し
、
雅
人
君
が

3

位
に
な
り
ま
し
た
。

モ
ー
グ
ル
は
、
約
初
度
の
コ
ブ

の
急
斜
面
を
高
速
で
滑
り
お
り
る

競
技
で
す
。
途
中
2
度
の
エ
ア
ー

(
ジ
ャ
ン
プ
台
を
使
っ
た
空
中
演

技
)
が
あ
り
、
速
さ
と
演
技
、
タ

ー
ン
技
術
を
競
い
ま
す
。
県
内
の

モ
l
グ
ル
人
口
は
約
1
、
0
0
0

人
。
崇
君
は
「
観
客
の
歓
声
が
気

持
ち
い
い
し
、
コ
ブ
の
滑
り
が
奥

深
い
」
、
雅
人
君
は
「
自
由
に
自
分

を
表
現
で
き
る
、
エ
ア
ー
が
決
ま

っ
た
ら
楽
し
い
」
と
、
そ
の
魅
力

を
語
り
ま
す
。

二
人
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
の
が
ご
両
親
で
す
。
父
親
の

進
さ
ん
は
県
ス
キ

l
連
盟
の
モ

l

グ
ル
強
化
コ

l
チ
。
母
親
の
裕
子

さ
ん
も
「
生
後
6
か
月
の
崇
を
背

負
っ
て
滑
っ
た
」
ほ
ど
の
ス
キ
ー

好
き
で
す
。

両
親
に
連
れ
ら
れ
て
ス
キ

l
に

行
く
う
ち
に
、
兄
弟
は
「
気
付
い

た
ら
コ
ブ
を
滑
っ
て
い
ま
し
た
」
。

そ
し
て
、
崇
君
は
中
学
1
年、

雅
人
君
は
小
学
6
年
か
ら
モ

l

グ
ル
に
取
り
組
み
始
め
、
「
運

転
手
を
捜
し
て
は
」
(
崇
君
)

毎
週
の
よ
う
に
ス
キ

l
場
へ
行

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
昨
年
の

滑
走
日
数
は
、
実
に
崇
君
が

1

2
5
日
、
雅
人
君
は
%
日
に
達

し
ま
す
。
崇
君
は
一
昨
年
フ
ラ

ン
ス
、
昨
年
は
カ
ナ
ダ
で
合
宿

も
行
っ
て
い
ま
す
。

3
月
日
日
、
斑
尾
高
原
ス
キ

ー
場
(
長
野
県
)
で
行
わ
れ
る
全

日
本
選
手
権
が
、
二
人
の
当
面

の
目
標
と
な
り
ま
す
。

.， 
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『まちかと。伝言板』で、

紹介されたら、テレな

いで友だちの輪に参加

してく ださい。

お願いしま~す。

「地域のため何かお手伝いしたいなと思っているところ

ていす」とおっしゃる村椿きん。今は55歳から始めたスキー

を楽しんでおられるとか。

わたしから、
あなたヘ......

まSかと

歩くのが趣味で il0九ほど、桃山あたりまで足を伸ばす

ことも」。ペタンクやゲートボール、公民館で子どもたちと

ふれあうのも楽しみだそうです。

先輩の岩元さんへ義治さん(蛇田)

J 

村椿

「成人式を迎えた末娘、小学 1年になる孫、結婚を控え

た2女がいて」何かとあわただしい本吉さん。公民館指導

員として「地域のいろんな方の協力に感謝しています」。

| めいの寺島美由紀さん(新金屋)へ ( 4月号へ) I 

公民館活動で知り合った本吉さんへ-砂

和子さん(本町)本吉

ラ..，見たまま
感じたまま
小坂ゼナイダさん

(吉島)

私
の
生
ま
れ
た
故
郷
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
で
す
。
人
口
が

と
て
も
多
く
て
、
大
変
忙
し
そ
う

な
都
市
で
す
。

1
9
8
7
年
に
初
め
て
魚
津
に

き
た
と
き
、
本
当
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
魚
津
は
大
変
き
れ
い
で
、

き
ち
ん
と
し
た
街
で
す
。
そ
し
て
、

魚
津
の
高
い
山
、
き
れ
い
な
川
と

青

い
海
は
生
ま
れ
て
初
め
て
見
た

の
で
と
っ
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

ま
た
、
私
に
と
っ
て
最
も
誇
り
に

な
る
経
験
で
す
が
、
魚
津
の
珍
し

い
屡
気
楼
も
4
回
ほ
ど
見
ま
し
た
。

稲
刈
り
の
時
期
に
な
る
と
、
小

き
い
頃
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

田
園
で
よ
く
カ
エ
ル
を
捕
ま
え
た

り
、
遊
ん
だ
り
し
て
い
た
か
ら
で

す
。
魚
津
は
、
私
に
と
っ
て
は
と

て
も
住
み
易
い
と
こ
ろ
で
す
。
お

い
し
い
水
や
、
お
い
し
い
食
べ
物
、

き
れ
い
な
空
気
の
お
か
げ
で
、
大

変
す
ば
ら
し
い
環
境
に
恵
ま
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

魚
津
に
き
て
か
ら
、
今
年
の

4

月
で
ち
ょ
う
ど
叩
年
に
な
り
ま
す
。

今、

4
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
て
、

大
変
忙
し
い
日
々
を
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
魚
津
の
自
然
環
境
も
大
分
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
は
、
聖
書
の
な
か
に
書
か
れ
て

い
る
よ
う
に
、
神
が
問
題
を
解
決

さ
れ
、
地
球
が
楽
園
に
な
る
よ
う

に
待
ち
望
ん
で
お
ら
れ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
魚
津
の
人
た
ち
と

仲
よ
く
暮
ら
し
、
子
ど
も
た
ち
も

自
然
を
大
切
に
す
る
よ
う
立
派
に

育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

a 



一総
平
成

9
年
度

経
団
漁
港
ボ
ー
ト
ヤ
ー
ド

利
用
の
申
込
み
受
付

V
受
付
期
間

3
月
3
日
(
月
)
l
m
日
(
水
)

V
必
要
な
も
の

・
住
民
票
抄
本
(
法
人
は
登
記
簿

謄
本
)
・船
舶
検
査
証
書
の
写
し

.
誓
約
書
(
水
産
係
に
備
え
付
)

.
印
鑑
使
用
料

(
2
月
末
現
在
)

船揚 上

ヤド ボト
望げ 霊下喜

回 年 力、 日

1 、の下架上 日

月

2 

。。 。。
円E 口口円005 つき

円。 円0 

※
ボ
ー
ト
ヤ

l
ド
の
使
用
料
は
、

す
べ
て
艇
長
1
メ
ー
ト
ル
当

た
り
の
金
額
で
す
。

※
魚
津
市
外
在
住
の
方
は
、
当

分
の
問
、
右
表
の
川
倍
の
料

金
と
な
り
ま
す
。

※
市
内
在
住
者
を
優
先
し
、
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に

よ
り
使
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
艇
長
ロ

m
以
内
、
艇
巾
U

m

以
内
の
も
の

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
農
業
水
産
課
水
産
係

包
お

|
1

0
3

3

農
業
者
年
金
現
況
届

3
月
例
日
ま
で
巳

農
業
者
年
金
現
況
届
は
、
引

き
続
き
年
金
を
受
け
る
権
利
が

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
該
当
者
に
は

現
況
届
出
用
紙
が
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
か
な
ら
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

V
提
出
・
問
合
せ
先

市
農
業
委
員
会
(
農
業
水
産

課
内
)

合
お
|
1
0
3
2

不

用

田

会と

米
穀
販
売
業
の

登
録
申
請
受
付

j桑

新
食
糧
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

米
穀
販
売
業
の
登
録
申
請
の
受

付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

V
申
請
期
間

4
月
1
日
(
火
)
j
初
日
(
水
)

V
登
録
年
月
日

平
成
9
年
6
月
1
日

※
申
請
書
は
、
市
役
所
市
民
生

活
課
と
県
庁
流
通
経
済
課
に
あ

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
申
請
・
問
合
せ
先

県
庁
流
通
経
済
課
食
糧
係

8
0
7
6
4
(
仏

)
3
2
7
2

3
月
の
歩
こ
う
会

3
月
日
日
(
日
)

午
前
7
時
釘
分

県
総
合
庁
舎
前
集
合

ま
ん
さ
く
の
花
を
求
め
て
升

方
城
跡
へ
行
き
ま
す
。
帰
り
は

パ
ス
ま
た
は
徒
歩
。
初
心
者
歓
迎
0

.
交
通
費
各
自
負
担
、
昼
食
持
参

V
問
合
せ
先

魚
津
歩
こ
う
会

8
M
|
1
4
7
0
(
三
輪
)

V
日
時

「
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」
の

ご
案
内

V
日
時

3
月
5
日
(
水
)

午
後
4
時

i

-
講
演

「
明
日
の
職
場
を
拓
く
人
」

講

師

吉

崎

四

郎

先

生

(富
山
県
文
化
行
政
推
進
顧
問
)

.
入
場
無
料

申
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先
・
会
場

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

8
M
l
9
5
7
9
(
月
曜
日
は
休
館
)

平
成

9
年
度

前
期
技
能
横
定

V
受
検
申
請
受
付
期
間

4
月
4
日
(
金
)
j
げ
日
(
木
)

.
検
定
職
種

〈

1
級

・
2
級
・
単
一
等
級
〉

造
園
、
鉄
工
、
左
官
、
と
び
、

ダ
イ
カ
ス
ト
、
建
具
製
作
ほ

か
日
職
種
間
作
業

〈

3
級
〉

園
芸
装
飾
、
和
裁
、
写
真
ほ

か
9
職
種
目
作
業

V
問
合
せ
及
び
申
請
書
提
出
先

富
山
県
職
業
能
力
開
発
協
会

合

0
7
6
4
l
u
|
9
8
8
3

高
卒
編
入
生
・

聴
講
生
の
募
集

〈
富
山
工
業
高
校
〉

定
時
制
(
夜
間
)
の
高
卒
編
入

生
と
聴
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

V
出
願
期
間

3
月
3
日
(
月
)
j
お
日
(
金
)

V
募
集
人
員

機

械

科

日

名

電

気

科

叩

名

V
問
合
せ
先

富
山
工
業
高
校

8
0
7
6
4
|
引

|
1
9

7
1

訓
練
生
募
集

石
川
障
害
者

職
業
能
力
開
発
校

血

V
募
集
定
員

製
版
科
初
名

・

機
械
製
図
科
叩
名

・
電
子
機
器

科
目
名
・陶
磁
器
製
造
科
初
名
・

洋
裁
科
叩
名

・
一
般
事
務
科
別

名

・
生
徒
実
務
科
叩
名

V
申

込

期

限

3

月
白
日
(
月
)

・
特
典

授
業
料
無
料
、
職
業

安
定
所
の
受
講
指
示
を
受
け
た

方
に
は
、
訓
練
手
当
(
月
額
約
日

万
円
)
又
は
雇
用
保
険
金
支
給
o

v問
合
せ
先

魚
津
公
共
職
業

安
定
所
g

M
|
0
3
6
5
又
は

石
川
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

8
0
7
6
2
|
必
|
2
2
3
5
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勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

会
員
募
集

市
内
の
勤
労
青
少
年
を
対
象

に
、
「
サ
ー
ク
ル
」
「
教
養
教

室
」
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

(盛
岡
宵

・
料

理

水

曜

・
料

理

木

曜

只
U

土
寸

I
J
引
心
土
寸

1
E
A
円
円

H

n

ノ

』

円

nH

日
時
初
分
j

O
主

v
O

門、-

q
L
n
p
q
δ
λ
ノ

-
生
花
(
池
坊
)30，000円

10，000円

6，171円

50，000円

10，000円

3，283円

4，600円

木

・
金

曜

口

時

j

m
時

・
抹
茶
(
裏
千
家
)

月

曜

同

時

i
幻
時

・
煎
茶
(
皇
風
礼
式
)

水

曜

日

時

i
n
時

.
着
物
着
付金

曜

目

時

j

幻
時

※
教
養
教
室
は
材
料
費
が
必
要

で
す
o

Q
川
川
開
閉

・
手

話

月

曜

印

時

l
幻
時

.
社
交
ダ
ン
ス

月

曜

問

時

初

分
j

幻
時

・
軽
音
楽
随
時
日
時
j

幻
時

・
空

手

随

時

印

時

j

幻
時

・
映
像
(
ビ
デ
オ
)

随

時

日

時

j

幻
時

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

岱

勾

|
4
3
3
0

3
月
の

L
Pガ
ス

保
安
調
査

V
実
施
地
域

魚
津
地
区
(
新

角
川
l
・
2
丁
目
、
金
浦
町
、

並
木
町
、
鴨
川
町
)

V
問
合
せ
先

県

L
P
G
保
安

セ
ン
タ
ー
新
川
地
区
支
所

mu
μ
1
5
3
4
0
 

市
民
将
棋
大
会

V
日
時

3
月
お
日
(
日
)

午
前
日
時
j

当
日
受
付

V
場
所

大
町
公
民
館

・
参
加
費

一
般
1
、
8
0
0
円

学
生
1
、
0
0
0
円

V
問
合
せ
先

魚
津
棋
友
会

窓
辺
|
3
8
5
4

25，845円

400，000円

100，000円

3，000，000円

30，000円

100，000円

100，000円

50，000円
50，000円

市
民
変
通
傷
害
保
険

'入

γ

3

月
3
日
か
ら
受
付
開
始

障

ヘ
a[111回目
苅夢
保

-
加
入
資
格

市
内
居
住
者
及
び
通
勤
通
学
者

・
保
険
料

年
間
1
口
4
8
0
円

(
1
人
2
口
ま
で
)

申
込
み
・
問
合
せ
先

市
民
生
活
課
公
害
交
通
係
包
お
|
1
0
0
4

3月市議会定例会
二日程二

(会期17日間)

定例会開会

予算全員協議会

3日(月)

代表 ・一般質問

一般質問

民生消防委員会

建設委員会

産業経済委員会

総務文教委員会

討論採決

4日(火)

10日(月)

11日(火)

12日(水)

13日(木)

14日(金)

17日(月)

-市政情報テレホン・サービスfi'22-3600

.キャプテン・サービス(テレビ画面案内)

市役所ロビー・水族館無料休憩所

・求人テレホン・サービス

(魚津公共職業安定所)

・税務テレホン・サービス

(税務相談室富山分室) fi'0764-3ト9222

.健康テレホン・サービス

(県保険医協会) fi'0764-42-0003 

3 月のテーマ
(月) 自のかゆみ

(火) サ ッカーによるけがと障害
(水)卵巣方、ン

(木) ストレスと歯の関係

(金) 拒食症のサイン
(土・日)耳あか

電話情報

fi'24-8841 

19日(水)

a 

iご寄付ありがとう
こご:烹勺ぎしだた匂竺併併?時苧~台竺巳勺ら.f2とどιぷ!fとどι:.:.ι.

'砂砂善意銀行へ

匿名(魚津笹察署経由)

江田ヒロ子江口

スノーパルイン魚津

松倉小学校 6年生と児童会

中尾善作石垣

谷口貞夫江口

さんふれんど加積庖

上口保育園職員一同

スノーパルイン魚津

魚津市立西部中学校生徒会 88，000円

真成寺、長教寺寒修行浄財金 26，400円

中島一成火の宮町 200，000円

畠山俊雄相木 100，000円

魚津海洋スポーツ協会 50，000円

石川助松 石垣新 50，000円

愛の募金箱北陸銀行魚津支庖28，081円

石坂きみ子住吉 10，000円

(有)魚津銀金吉島 5，000円

山本俊明本江新町 20，000円

加積富士グループ りんこ"40kg

スノーパルイン魚津

魚津市立東部中学校生徒会

砂社会福祉基金として

久保田満宏、茂北鬼江

中田秀夫吉島

大111奇利明北鬼江

山林正義黒沢

吉 111奇秀雄住吉

中島一成火の宮町

谷林 勉末広町

森 源吉天神野新

砂魚津市へ

国際ソロプチミスト富山一東

(会長浜多美枝子)

図書館の図書購入費用として

50，000円
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。
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を
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・
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年
中
児
1
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年
生

・
指
導

早
川
た
か
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さ
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加
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無
料

び
っ
く
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の
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児
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曜
日
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込
み
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幻
日
(
金
)午
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-
対
象

自分の目で見てみよう/

会全身発光水槽新設カ

ホタルイカ得別展

3月22日-6月1白
砂問合せ先・会場

魚津水族館

ft24-4100 

委気楼

写真展
会
員
募
集
|

各
セ
ン
タ
ー

へ

3月15日-7月31日

屡気楼を写真とビデオで

紹介します

砂問合せ先・会場

魚津埋没林博物館 ft22-1049

-
と
き

・
対
象

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊、

2
週
間
(
∞
は

1
週
間
)
ま
で
で
す
。

自



市民無料相談(FZ)
砂市民相談 月~金曜日 9時-17時

砂行政相談 第1・第3木曜日 13時-16時

砂法律相談(予約制)第4火曜日 13時-16時

いずれも市役所市民相談室 岱23-10日

• • • 
砂人権相談 第2金曜日 13時-16時

サンプラザ3階スタジオ広場

富山地方法務局魚津支局企22-0461

砂教育相談 月~金曜日 91侍-16時

第1.第3土IIj'l!日 91昨-1211寺

魚津市教育センタ- fi'23-1717 

砂母子・家庭・児童相談 月~金眼目 9時-161時

市役所-社会福祉課 fi'23 -1006 

砂乳幼児子育て相談 月~金曜日 9時-16時
道下保育園 岱23-9179

• • • 
砂就業相談 火・水・金曜日 9時-16時

市役所商工観光課 fi'23-1025 

砂高年齢者職業相談 月~金時日 9 iI寺-1711寺

市役所高年齢者職業相談室 fi'23-1091

砂パート雇用相談 )~-金|曜日 9時-1711寺

ノfート雇肘センター(サンプラザ11情)fi'22-8152 

砂住宅相談 第2水|眼目 1011寺-1611寺

市役所第4会議主

魚津地域住宅相談所 fi'22-5078 

砂暴力団に関する相談 第4金|昨日 1311寺-1611寺

市役所市民生活課 fi'23-1004 

惨交通事故の相談

魚津市交通センタ- fi' 22 -1747 

月~金曜日 9 iI寺-17時

富山自動車保険請求相談センター

富山市フコク生命第2ビjレ6階 fi0764-32-2294

月~金曜日 911寺30分-16時40分

o弁護士相談 第2・4木曜日 1311寺-1611キ

県民相談室(総合庁舎内)fi'24-5311内線250

第37kllit日 10時-15時
日弁連交通事故相談センター(県弁護士会館)

岱0764-21-4811 毎週木曜円 13時-16時

砂健康・介護相談

;]¥.I曜日 9 iI寺-11時健康センター

砂福祉・介護相談 常H寺(24時間)

作宅介護支援センタ- fi'24-8484 

砂心の相談 月~金曜日 911寺-16時

砂エイズ相談 月~金曜日 9時-16時

検査日 ・火眼目 13時-15時

砂女性のための健康相談 月 ・木曜日 9時-12時

いずれも 魚津保健所 fi'24-0359

魚津市社会福祉協議会の

総合相談センター(百楽荘内)
月~金曜日 9時"-'16時 ft23-0899

催 物 l開演時間|入場料 問合せ先

S席 5，000円

8刊県民似る 18:00 I ~庸 3 醐円同実行委員会18・00 I ~ '': :' 
大ホール オペラ・ガラ・コンサート 'VV  I B席 2，000円 宮0764-92 -4821 

福祉席上000円

8日出
小ホール

人形芝居 r雪虫」
9日目
小ホール

16日目 洗足学園魚津短期大学
小ホール 音楽科卒業演奏会

20日側 バレエパフォーマンス
大ホール イン新川'97

22日出 魚津高等学校
大ホール 吹奏楽部定期演奏会

叩|ォ-7 t̂---ラ
アンサンプル金沢

大ホール 魚津公演

阻盟掴.

26日制 |ミラージ‘ユホール寄席
大ホール | 桂文珍独演会

29自由|ぜんろうさい
大ホール | ファミリー劇場

29日出|魚津高等学校
小ホール i 演劇部自主公演

30日目)
大ホール

民謡春まつり

19:30 
800円 人形芝居泡沫組

14:00 
(当日1，000円) ft0764-91-4848 

13:30 入場無料
洗足学園魚津短大

ft31-7001 

14:00 I 800円
|新川文化ホール

ft23-1123 

14:00 I 400円
魚津高等学校

宮22-0221 

S席3，500円

15・00 I ~席2 ， 500円 同実行委員会
学生割引 ft23 -1045 
A席を1，000円

.メンデルスゾーン

フィンガルの洞窟

.モーツアルト

ピアノ協奏曲

第24番ハ短調K.491 
.メンデルスゾーン

交響曲第4番
「イタリア」イ長調

S席3，000円 新川文化ホール
19 :00 I A席2，000円

(当日500円高) ft23-1123 

11:00 
整理券

全労済富山県本部

14:00 宮0764-32 -6031 

13:00 入場無料
魚津高等学校

ft22-0221 

1.000円 |魚津郭声会
II :00 I 全席自由 ft0764-78-3651 

掲載したものは催物の一部て寸。詳い、ことは、サンプラザ、楽器庖などにあるイベントガイドをご覧ください。

内旬、雪t ・3月 1日・・ヴァイオリンコンサート
ぶユーレ勺7づνテ ・3月8日…ピ戸ノコンサート
地域の音楽家が出演する

ミニコンサートです
• 3月15日・・・金管戸ンサンプルの響き
• 3月22日・ーチェンバロコンサート

毎週土曜日・正午~ • 3月29日・・・工レクトーン・ピ戸ノコンサート

E HALL'97 春の催し物 ご案内

南こうせつ CONCERT TOUR'97 r心の虹」

5 月 28 目 。~) 19: 00開演 前売5，000円(全席指定)

かづみ野音楽祭'97プラス特別公演
フラス8υヌu‘フヲ~EυーベJlJυシ'

6月5日(木:) 19:00開演
一般 3，500円/学生以下 1，500円(全席自由)

.かづみ野音楽祭'976月1日(日) 14:00開演
入場料 500円(全席自由)

a 



EPWJ亜， 対象:未就園児とその家族

み
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の
国
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ご
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じ
で
す
か

退
職
者
医
療
制
度

実施日 受付時間 ム:z:;; 場

3日伺) 9:00~ 9:30 野方保育園

14日@ 9:45~10:00 健康センター

18日側 " (青青島島すく保すく育サロ園ン)

場

せ・合

会

問

魚津市子育て支援センター

(健康センター内 ft23-0415 ) 

14 : 00 ~ 15 : 30 

「子どもの心をよみとろう」

~子どもの発達と子育てのポイント~

富山国際大学助教授金子智栄子氏

*3月17日(月)

配
偶
者
の
父
母
・
子

。
医
者
に
か
か
る
と
き

(
医
療
費
の
自
己
負
担
分
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本
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通入
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と
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扶
養
家
族
(
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者
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|
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と
な
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受
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か
ら
、

凶
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以
内
に
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険
年
金
課
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険
係

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

14:30~16:00 

「子どもの気管支ぜんそくの話」

富山労災病院小児科医師新谷 尚久氏

-3諌ヨE住民活三事

*3月19日制

会場:健康センター

内 n官令 実施日・受付時間

機 自E 司11 練 6日・27日 9:30-11:30 

健康運動相談会 11日(火)13:30-15:30 

医健師診・栄後養士のも健相康談l相談会 6日(村 13:00-13:30
こ応じます

軍健康相談会 ゆ健康手帳 だから大切に

[2]診療時間内に
受診しよう

急病など特別な場合 1"-1 I ~ 

は別仕烹塑のム 18r，.t:剖万マ》
Y 民川」品ソ0-ッ。 I掲|、 tιゴh/
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凶
年
以

度
で
す
。
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!(一惜一吠一人
M 有効に使つて健やかな毎日を送りましよう。

国重複受診…ぅ

医療機関ガ変わるた

びに横査や処置などの

やり直しになります。

直早期発見
・早期治療を

病気の発見ガ遅けれ 一 一

ぱ、それだけ医療費の <...lo ，ウ司、

@ 

~ 、 場 実施日 受付時間

印回公民館 6日(木) 9:30~10:00 

升方公民館 7日(創 " 
本江公民館 10日(月) " 
経団福祉センター 11日(火) " 
松倉公民館 12日体) " 
出公民館 13日(木) " 
下椿公民館 " 
上中島公民館

17日(月)
13:30~14:00 

黒沢公民館
18日(火)

9:30~10:00 

長引野公民館 13:30~14:00 

東山公民館
24日(月)

9: 30~ 10:00 

木下新公民館 13:30~14:00 

経団公民館 25日(火) 9: 30~10: 00 

健康手帳をご持参ください。費用/無料



+休日当番医

日 一般医

2日 新川病院

(日)
内科

(大光寺.24-3800) 

9日 桝崎クリニック

(日)
内科

(北鬼江 .22-8800) 

16日 魚津病院

(日)
内科

(友道 ・24-7671) 

20日 沢口胃腸科クリニック
内科・胃腸科。村

(火の宮町 .22-1748) 

23日 浦田病院

(日)
内科

(本江 ・22-5053)

30日 江幡医院

(日)
内科

(浜経団 ・22-5052)

日 歯科医

2日 谷川歯科医院
(日) (上村木 ・24-3540)

9日 寺崎歯科医院
(日) (上口 ・22-3619)

16日 夏目歯科医院
(日) (新金屋 ・22-1892)

20日 森本歯科医院
側 (本 町・22-8400)

23日 山口歯科医院
(日) (上村木 ・22-1255)

30日 吉川歯科医院
(日) (本江 ・22-7530)

新川地区

休日夜間急患医療センター

(黒部市消防署向側宮54-0731)

診療時間午後7時-11時

診療科目 内科・小児科・外科

献血にご協力お願いします

一成分献血-

E3… 9 :00-16:00 

魚津市役所

魚津市健康センター ft24・3999

健康センター摺築工事のため駐車場が狭くなっています。ご協力お願いします。

内容 と 対象 実施日 受付時間 之立三〉、 場

マタニティセミナーの(家B族コー)ス)
(妊婦とそ 21日働 9 : 00~ 9:30 健康センター

股関節脱臼検診(満3か月児) 6国側 1 3 : 00~ 13:30 魚津保健所

4 か月兜健診 13日側 1 3 : 00~ 13:30 

8 か月児健診 19日制 1 3 : 00~ 13:30 

離乳食指導(8か月児) 21日働
健康センター

1 2 : 50~ 13:00 

母子手帳 1歳 6か月児健診 25日関 1 3 : 00~ 13:30 

3歳児健診(3歳6か月児) 5.12日制 13 : 00~ 14:00 魚津保健所

-股関節脱臼検診、 3歳児健診の会場が魚津保健所から
健康センターになります。

・股関節脱臼検診は4か月児健診と同時に行います。

対象疾病(対象児) 実施日 該 当 地 区

日本脳炎 18日CkJ 道下、上野方
(生後36か月-60か月

ツベルクリン反応検月)査
(生後8か月-48か 19日制 8か月児健診時に行います

B C G 接種 21日程齢 離乳食指導も行います(生後8か月-48か月

予診票 会場はいすれも健康センター。受付時間は13:30.......14:00

母子手帳 なお、麻しん・風しんの予防接種は、所定の医療機関で受けてくだ

~ 

方、

養

教

室

さい。

-0栄養と健康について楽しく学びませんか o
先着35名 (3月31日まで受付)

申込み・問合せ 魚津市健康センタ-ft24-3999 

実施予定日
講 義 調理実習 講 義
( 9 : 30 -10 : 30 ) (10:45-12:30) (13:15-14:30) 

4/22(火) 開 講 式 健康生活について 健康・運動・休養チェック

5/27(火)栄養学 塩分を控えよう 調理・計量の基本

6/24(火)栄養学 II 緑黄色野菜を食べよう 衛生的に食品を扱つ

7/22(火)栄養学 III 夏ばて予防の食事 わが家の献立と食事診断

8/26(火) 貧血について 貧血にならない食事 中高年の健康生活

9/30(火) 動脈硬化とは? 成人病を防ごう 健康と運動(実技)

10/28(火) 糖尿病について 糖尿病食とは? 糖尿病と食生活

11/25(火) 骨粗怒症の予防 カルシウムをとる食事 カロリーを消費しよう

12/16(火) 高血圧とは お正月料理 食事と運動の関係

1 /27(火)献立作成のために お弁当料理 献立をたてよう(1)

2/24(火)健康的な生活とは 年代別食事献立例 献立をたてよう(Il)

3/17例 年代別食事一献立発表会 閉講式 ・反省会

自



文化町通りは、昭和31年の大火を契

機に商庖街として急速に発展していっ

た。銀座通り、中央通り商庖街が焼失

し、被災を免れた文化町に人々が新た

な庖を構えた。

写真は、新宿商庖街側から撮っ た昭

和40年の風景である。エ ビス屋などの

大型屈もでき 、いよい よ発展が期待き

れていたころである。昭和42年にはシ

ョッピングセンターも開庖する。

市内で最後まで営業していた映画館

やパチンコ庖も客を集めた。横道には

飲食庖が軒を並べ、畳、夜とないにぎ

わいが通りを満たした。

今、パチンコ庖は衣料庖を経てマン

ションとなり 、ショ ッピングセンター

は駐車場とな った。空き庖舗も出てく

るなか、関係者によ って再興策が探ら

れている。

シυース⑩

お均三.

文化町高層街
(昭和40年)

弥生(3月) 1日佳) 市内高等学校卒業式(中学校は問、小学校は悶)
3日(月) 3月市議会定例会開会/ひな祭

5日制 啓塾

8日(土) サケを放流する集い(10:00----鴨川ほか市内河川)

9日(日) 魚津の朝市(8:00----魚津港魚市場)

15日佳) 霊気楼写真展(7/31まで、埋没林博物館)

20日(木) 春の火災予防運動(26日まで)/春分の日

ノてレエパフォーマンスイン新川'97(14: 00----新川文化ホーjレ)

22日(土) ミラージュランド開園(9:00----)/ホタルイ力特別展(6/1まで、水族館)

23日(日) オーケス 卜ラ・アンサンブル金沢魚津公演(15:00----新川文化ホーjレ)

塁~盟込(CmJ 女~人(aaJ 計48.489人(ー世帯前月対出I
「ボール」が先か、 「ス トライク」が先かー…・アンパイアのコールについての、野球界でのリラ ックスしたお話。

1月から重油流出事故など、近年にない多くの暗い事故や事件が続きました。市内でもそろそろ楽しい話題がないものか。


